
先に#135「黙示録の獣」の預言（ゲ1332）において、イザック・エラキャ

ン・ロートシルト=1332、ドナルド・ジョン・トランプ・シニア=1332を示した

中で、ゲマトリア1332は「黙示録の獣」のゲマトリアだと解説した。 

実はゲマトリア1332は、「ultimate revelation=究極の啓示=1332」でもあ

る。 

何が究極の啓示なのかと言えば、「wine of the wrath of god=神の怒り

のぶどう酒=1332」だ。 

ゲマトリアが聖句と一致する場合は、確かに「究極の啓示」だと私も経

験上で理解していた。つまり「ゲマトリアの定義の表現」とも言える。ゲ

マトリア1332に神がリストアップした対象は神の究極の怒りの対象な

のだ。 

ロスチャイルド家の始祖・イザック・エラキャン・ロートシルトとトランプ大

統領は明らかに神の怒りの対象だ（トランプ氏の怒りの内容はまだ人

類は知らない）。そしてキリスト教に対しては「false spirituality =偽りの

霊性=1332」、具体的には「the feast of pentecost=ペンテコステの饗宴

=1332」が該当する。 

「ペンテコステの饗宴＝偽りの霊性」なのだ。一般人には意味不明と

思うがキリスト教的には驚天動地の指摘だろう（私はずっとこう思って

いたが）。 

ペンテコステはプロテスタントの聖霊派のこと。#30トロント・ブレッシン

グ、#37ペンサコーラ・リバイバル記事に詳細した。「ペンテコステの饗

宴」とは分かりやすく言えば「悪霊との飲んだり食べたりの宴会騒ぎ」

だ。奇跡と癒しの霊現象を求めて賜物集めに狂奔した信者が実際に

拝んでいたのは「悪霊」とのゲマトリア証言だ。 

「飲み食い」とは聖書特有の比喩表現で、意味は「（聖書の糧を）食べ

（霊的な飲み物を）飲む」ことで、信者の成長の霊的栄養なのであり、こ

れが実際は悪霊由来の偽りの栄養だとゲマトリアは教える。 

偽りの栄養を供給する装置の大元は「Megachurches=メガチャーチ

=666」だ。聖霊派が大分入り込んで福音派と混然一体となっている。こ

こは隠れユダヤ教徒がトップのシオニズム推進機関となって、偽りのイ

スラエル共和国を支援する。「corrupted gop israel=腐敗したイスラエ

ル共和国=1332」からも言える。 

メガチャーチは教理的には偽終末論であるディスペンセーション主

義を掲げて（#58ＪＮダービー、 #138ディスペンセーション主義伝道者

（サイラス）スコフィールド ）、艱難前空中携挙説を流布し、信者の終末

の献身を解除させる。 

これは日本でも大分前から仕組まれていることで、#12ビリーグラハム

の時から本格化してきていた。 

日本の聖霊派も要注意だ。筆頭はチョー・ヨンギが設立した純福音教

会。チョーは教会財産横領・私的流用で有罪確定しており、愛人多

数、重婚問題の有名人。チョーの息子も刑事事件で起訴され有罪確

定している。チョーの牧師仲間の関係者の不祥事も多い（同じ韓国人

牧師ビュン・ジェーチャン事件など酷い）。※マタ7:15-20「偽預言者を

警戒しなさい。彼らは羊の皮を身にまとってあなたがたのところに来る

が、その内側は貪欲な狼である。あなたがたは、その実で彼らを見分

ける」（同様マタ12:33-37 ルカ6:43-45）  

チョーの教会は、2006年に会員78万名で世界最大のキリスト教会と

してギネスブックに登録された。いわば「メガチャーチ=純福音=神の

怒り」の構図だ。チョーはアッセンブリーズ・オブ・ゴッド世界総裁（現

在は知らない）なのだから、メガチャーチ＝腐敗＝神の怒りの理解で

間違いない。 

黙示録は教会の未来の歴史を預言した。歴史最後の教会の様子は

3:14の「ラオデキヤにある教会」だ。現在が終末期とすれば（暗号も

ゲマトリアもそう証言する）、その教会の特徴は、富んだ教会＝金持

ち教会である。 

黙示録は言う「3:17 あなたは、自分は富んでいる、豊かになった、乏

しいものは何もないと言って、実は自分がみじめで、哀れで、貧しく

て、盲目で、裸の者であることを知らない。」と。 

福音書も証言する。「ルカ18:20 ・・そのようなことはみな、小さい時か

ら守っております。18:22・・あなたには、まだ一つだけ欠けたものがあ

ります。あなたの持ち物を全部売り払い、貧しい人々に分けてやりな

さい。そうすれば、あなたは天に宝を積むことになります。そのうえ

で、わたしについて来なさい。」 18:23 すると彼は、これを聞いて、非

常に悲しんだ。たいへんな金持ちだったからである。  

イエスは、たった一人の「金持ち」の話を脈絡なくしていない。金持ち

は終末の「金持ち教会」の存在を暗示する。財産とは一見すると信者

数、教会ブランチ数、予算規模など。文字通りメガチャーチそのも

の。そしてメガチャーチは殆どの聖書の要求を聞いているが、イエス

の要求する全てには従わない。メガチャーチは本当の財産＝永遠の

命を信者に開放するつもりがないから、イエスの非難を浴びるのだ。 

メガチャーチが教勢維持できるのは、偽りの希望（一旦キリスト告白

すれば絶対救われる、苦難の前に神が天に挙げる）を約束するた

め。そして金持ちになりたい（霊的欲に目がくらんだ）信者が集まる。

賜物目当てのゴールドラッシュとも言える。 
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番外：終末のメガチャーチとラオデキア教会の裁きを

ゲマトリアの視点で解説 


